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船上 におけ る送受信 ア ンテナ間 の誘導電 圧 につ いて
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 On the training ship "Nagasaki-Maru", the inductive voltage on the receiving antenna 
caused by the transmitted electric waves was extreamely high. The inductive voltage 
resulted from the construction of ship with the restricted length of sending and receiving 
antennas. 
 Since such an extreamely high inductive voltage was harmful to wireless service on a 
medium wave and a 4 MHz wave, the inductive voltage was measured and a preventive 
method therefore was devised. When the sending and receiving antennas were stretched in 
parallel, the induction to the receiving antennas was extremely high. And when antennas 
Nos. 2 and 3 were used as receivers and antenna No. 1 as a transmitter, the inductive 
voltage was higher on antenna No. 3 in case a condenser was infixed to antenna No 2. 
 Therefore, in order to meet the demands of the times, a whip-typed receiving antenna is 
thought to be desirable.
長崎 丸は船体構造上,送 受信用ア ンテナの展張 に制約を うけ,受 信ア ンテナに対す る送信電波の誘導が著 し
い。そのため中波および4MHZ帯 においては種 々の弊害がお きた。 これ らの弊害対策 を得 るため,送 信電 波
が受信 アンテナに及ぼす誘導電圧 を測定 し,防 止法を検討 したので,そ の結果を報告 す る。





























































































































































34 梅園 ・阿部:船 上 における送受信 アンテナ間の誘導電圧 について
Fig.5のAお よびBはNo.2ア ン
テナに コンデ ンサーを挿入 した時の
No.3とNo.2ア ンテナのインピー
ダ ンスの実測値であ り,Cは その時
の理論上の平均値である。 これ はコ
ンデ ンサ ーを使用す るしとによ り,
6MHZと12MHZ帯 で イ ンピー
ダ ンスは上昇 し感度は弱ま るが,現
在のよ うに高感度の受信機 を装備す
れば,実 際上受信 には支障はない。
最近,送 受信 を同時に お こ な う
SSB通 信のよ うな 二重通信が 急速
に発達 している。 もしNα3ア ンテ
ナを6～8mホ イ ップとして送信ア
ンテナよ り理論上 は50m以 上距離を
とれば,二 重通信 も可能 にな る。 し
か しなが ら長崎丸は船体 の長 さ48m




アンテナを非接地形 とすれ ば,開 放
点 で電圧最大,電 流最少2)と な る
が,高 い周波数帯ではスパ ークを生
じ危険で ある。
Fig. 5. Actual and theoretical value of impedance.
要 約
送受信アンテナを平行 に展張 した際の受信 アンテナへの誘導 が非 常に高 い。またNo.2お よびNo.3ア ンテ
ナを受信用に し,No.1ア ンテナで送信 した場合,No.2ア ンテナにコンデ ンサーを挿入すれば,No.3ア ンテ
ナの方が誘導電 圧は上昇す る。 したが って時代 に即応す るためには,受 信 アンテナのホイ ップ化が望 ましい。
おわ りに測定に関 し御協力 いただ いた矢田殖朗船長 に対 し衷心よ り謝意 を表す る。
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